
№45 不審者対策を目的とした訓練の実施と危機管理マニュアルの作成

■管 内 留萌管内

■分 類 防犯教室 安全マップ 不審者対応訓練 その他（ ）

■教育課程 教科（ 科） 道徳 総合的な学習の時間 特別活動

■校 種 小学校（低） 小学校（中） 小学校（高） 中学校 高等学校

■取組のポイント

■取組の実際

ねらい

内 容

１ 不審者侵入事件を想定した対応訓練の実施

２ 不審者侵入時の危機管理マニュアルの作成

成果と課題

〇 警察署と連携を図り、不審者が校内に侵入した場合を想定した全教職員に
よる訓練を実施

〇 訓練で得た成果をもとに、不審者対策の危機管理マニュアルを作成

○ 不審者が校内に侵入した際に、組織的に対応するための訓練を実施するととも
に、不審者対策の危機管理マニュアルの作成を行う。

○ 教職員全体の危機管理意識が高揚し、危機発生時に職員一丸となった組織的な対
応が期待できる。

● 完成した不審者侵入時の危機管理マニュアルに基づき関係機関と連携した防犯教
室を実施するなど、生徒の危険予測、危機回避能力の育成に向けた取組を一層充実
する必要がある。

【不審者への対応】
不審者かどうかを確認する際の具体的

な対応方法を提示

【生徒の安全確保】

複数の教員による不審者の誘導等、生

徒の安全確保の方法について確認

【組織的な対応】

指示系統、通報、不審者への対応、生

徒誘導等の担当者を明確化

【保護者への対応】

保護者への報告、生徒の引き渡し方法

について提示

警察署の生活安全課から署員を講師として招き、

不審者侵入事件を想定した訓練を実施した。

・警察署員から、実際の不審者侵入の事例に基づき、

生徒の安全確保や不審者への対応の方法ついて説

明を受けた。

・実際に起こりうる様々な状況を想定し、全教職員

で不審者への対応や日常の危機管理について意見

交換を行った。

不審者対応訓練で得た成果に基づき、危機管理
体制を改めて見直し、不審者が侵入した際の危機
管理マニュアルを作成した。

別紙（生活安全）
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